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部活のあり方 歴史的転換

部
活
動
改
革
は
、
ま
た

一
つ
新
た

な
フ
ェ
ー
ズ
に
入

っ
た
。

▼
社
会
総
合
面
参
照

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
２６
日
、

「運
動
部

活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検
討
会

議
」
を
開
き
、
公
立
中
学
校
の
休
日

の
部
活
を
地
域
に
ゆ
だ
ね
る

「地
域

移
行
」
を
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
の

３
年
で
進
め
る
こ
と
を
掲
げ
た
。

・８
年
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識

者
会
議
が

「運
動
部
活
動
の
在
り
方

に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
つ
く

っ
た
。
こ
の
時
は
、
生

徒
に
も
教
員
に
も
過
剰
な
負
荷
が
か

か
る

「や
り
過
ぎ
」
に
釘
を
刺
す
形

で
、
週
２
日
以
上
の
体
養
日
の
設
定

や
活
動
時
間
の
制
限
に
焦
点
が
当
た

っ
た
。

今
回
は
、
少
子
化
で
学
校
単
位
の

ス
ポ
ー
ツ
の
場
の
確
保
が
難
し
く
な

っ
て
き
た
現
実
を
踏
ま
え
、
教
員
の

負
担
軽
減
を
さ
ら
に
進
め
る
地
域
移

行
。こ

れ
ま
で
も
、
専
門
性
の
高
い
学

校
外
の
指
導
者
が
、
顧
間
を
務
め
る

教
員
の
補
助
役
と
し
て
指
導
に
あ
た

る
な
ど
、
地
域
と
の
連
携
は
あ

っ

た
。
し
か
し
、
今
度
は
部
活
動
が
学

校
外
に
出
て
い
く
構
図
に
な
る
。
日

本
の
ス
ポ
ー
ツ
が
主
に
学
校
の
中
で

発
展
し
て
き
た
歴
史
を
踏
ま
え

ヽ
る

と
、
大
転
換
が
始
ま
る
と
言
え
る
。

部
活
動
改
革
は
、
教
員
の
多
忙
化

解
消
と
生
徒
の
有
意
義
な
活
動
に
向

け
て
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
両
軸

だ
。そ

の
意
味
で
、
今
回
の
提
言
は
、

部
活
動
を
巡

っ
て
現
場
で
起
こ
っ
て

い
る
課
題
を
、
き
め
細
か
く
拾
い
上

げ
て
い
る
点
で
評
価
で
き
る
。

例
え
ば
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
主
流

敲
は
”
権
”
¨
獄
は
Ｍ
距
胸
翡

磨まだ
ｒ

る
機
会
と
な

っ
て
い
る

一
方

で
、

「上
を
目
指
す
仕
組
み
が
、
勝
利
至

上
主
義
に
よ
る
行
き
過
ぎ
た
指
導
を

生
じ
る

一
因
」
と
し
た
ほ
か
、
半
数

の
チ
ー
ム
が
１
回
戦

で
敗
退
し
、

「試
合
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
貴
重
な

成
長
の
機
会
を
確
保
で
き
な
く
な

っ

て
い
る
」
と
指
摘
。
サ
ッ
カ
ー
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
リ
ー
グ
戦
が
導

入
さ
れ
て
い
る
実
例
を
挙
げ
、

「大

会
全
般
の
在
り
方
の
検
討
を
要
請
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。
全
員
加

入
の
お
か
し
さ
に
つ
い
て
も
触
れ
、

強
制
加
入
が
不
適
当

で
あ
る
こ
と

を
、
学
習
指
導
要
領
に
明
記
す
る
必

要
性
を
唱
え
て
い
る
。

入
試
と
の
関
係
に
も
言
い
及
ぶ
。

合
否
判
定
の
資
料
と
な
る
調
査
書
に

部
活
動
の
成
績
が
書
か
れ
る
こ
と
で

過
熱
化
を
招
く

一
因
と
な

っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

「生
徒
を
多
面
的
に
評

価
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
、
高
校
側

に
大
会
成
績
以
外
の
観
点
か
ら
の
評

価
を
求
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

へ
の
会
費
が
生
じ
、
生
徒
の
費
用
負

担
が
上
が
る
問
題
。
提
言
案
も
、
経

済
的
に
困
窮
す
る
家
庭

へ
の
支
援
に

向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を
明
記

し
て
い
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

幸
福
で
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
は

全
て
の
人
々
の
権
利
」
と
す
る
ス
ポ

ー
ツ
基
本
法
の
理
念
に
反
し
な
い
対

策
は
、
絶
対
と
な
る
。

（編
集
委
員

・
中
小
路
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）
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